
8月29日（木）､兵庫県立農業高等学校において「ひょうご農業女子との交流会」（主催：ひょ
うごアグリプリンセスの会※1）が開催されました。

２回目の開催となる今回は、兵庫県立農業高等学校に加え、兵庫県立播磨農業高等学校と兵庫
県立佐用高等学校の学生など、27名が参加しました。

交流会では、同会会長の齋藤亜紀美氏
による農業経営紹介、農林水産省経営局
から「農業女子プロジェクト※2」の紹介
の後、独立・雇用、畜産の２つの分科会
に分かれ、意見交換が行われました。

高校生からは、夢や将来への考えとと
もに農業者への「就農時期はいつがよい
か。」、「農業経営をする中で大切なこ

とは何か。」などの質問があり、農業者からは、「農業は何歳からでも始められる。」、「失敗
から学ぶことも多い。上手く人を頼り仲間を増やすこと、人との繋がりが大切。」など自らの体
験を交えた助言や回答がありました。

主催者によると、本交流会は高校生に職業
としての農業を考える機会を提供できるだけ
でなく、女性農業者にとっても初心を思い出
すよい刺激になっており、これからもこのよ
うな交流を継続し、県内の農業の魅力を発信、
活動していきたいとのことでした。
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｢ひょうご農業女子｣と｢農業高校生｣の交流会が開催されました

※1､※2の解説は、次ページ下段でご覧いただけます。



南あわじ市榎列で、水稲、玉葱、レタスなどの野菜
を栽培されている、野口ファーム 代表 野口 俊さん
（35歳）にお話を伺いました。

結婚を機に淡路島に戻り、宿泊施設の仕事に就いて
いましたが、「もっとやりがいを感じたい！」と悩む
折、颯爽とトラクターに乗る叔父の笑顔と、仲良く農
作業を営む叔父夫婦の姿に「コレやっ！」と平成23年
９月に就農を決意。しかし、農業の知識や経験が全く
無く、選んだ手法がベテラン叔父夫婦の農業を完全に
真似ることで、80aの農地でのレタス、玉葱栽培から
農業がスタートしました。

農業が軌道に乗り始めた3年目、ふと気になることが…。「農家の子どもなのに野菜を食べな
い」そこで妻の発案で、子どもと一緒に野菜を育ててみようと。

まずは一番苦手なトマト。種まきから水やり、すくすく育つトマトに子どもたちは興味津々。
そして一緒に収穫。なんと、自分で育てたトマトをパクパクと食べるように！

また別の日には、兄弟でトウモロコシをほおばるも、一口だけ食べて放置されているトウモロ
コシが。子どもたちは、「おいしい」と「おいしくない」を自分の味覚で分けていたのです。

この出来事がきっかけで、形や規格重視の農業から、子どもたちが「おいしい」という野菜作
りにシフト。

おいしい野菜で全国の子どもたちを笑顔にする
「mama-yasaiプロジェクト」が誕生し、今では
40種類ほどの野菜を育てています。

今後は、おいしいというものにフォーカスをし
ながらも、体験や食育に力を入れ、20年後の次世
代農業を担う子どもたちに、収穫作業などを通じ
て、１人でも多く農業の素晴らしさを知って貰い、
その体験が後々の農業の発展に繋がっていくこと
を願っています。

「農の雇用事業」第4回の募集中！（令和2年1月研修開始分）

農林水産省は、農業法人等が就農希望者を新たに雇用し、営農に必要な農業技術や経営ノウハ
ウ等を習得させるために実施する研修に対して支援を行う「農の雇用事業」を実施しています。

事業実施主体である一般社団法人全国農業会議所（全国新規就農相談センター）において、令
和2年1月研修開始分を令和元年10月31日（木曜日）まで募集中です。

募集要領、申請様式は全国新規就農相談センターホームページ又は各都道府県の農業会議で入
手できます。

また、同時に以下についても募集しています。

＜新法人設立支援タイプ＞ ＜次世代経営者育成タイプ＞ ＜被災農業者向け農の雇用事業＞

詳しくは http://www.maff.go.jp/j/press/keiei/zinzai/190904.html

笑顔で農業！おいしくて感動する野菜を育てます！

※1：ひょうごアグリプリンセスの会
兵庫県内の女性農業者のネットワーク。若手女性農業経営者が連携し元気に活躍することを目的に活動している。

※2：農業女子プロジェクト
農業で活躍する女性の姿を多くの人に知ってもらうため、農林水産省が取り組む全国プロジェクト。女性農業者が日々の生活や

仕事、自然との関わりの中で培った知恵を様々な企業の技術・ノウハウ・アイデアなどと結び付け、新たな商品やサービス・情報
を社会に発信している。 農業女子PJ ⇒ https://nougyoujoshi.maff.go.jp/

1ページの ※1､※2の解説



『棚田地域振興法』の制定について

棚田地域の荒廃を防ぎ、棚田を保全するための「棚田地域振興法」が、令和元年８月16日付け
施行となりました。

同法は、棚田を「貴重な国民的財産」として位置付け、国や自治体等の責務などを明確にして、
農業生産にとどまらない地域の多様な活動を省庁横断で支援すること、棚田地域の持続的発展を
目指しています。

今後は、国が振興の基本方針を定め、都道府県は振興活動計画により棚田地域を指定すること
で、棚田が国民的財産として保全する意識が醸成され、棚田地域の振興が一層図られることが期
待されます。

自然農で笛路村を守る！！

淡路市 石田地区 養父市 能座地区 養父市 別宮地区

丹波市山南町谷川の笛路（ふえじ）地区で無農薬・無
化学肥料で小豆、野菜などを栽培されている株式会社 竹
岡農園 代表取締役 竹岡 正行さんにお話を伺いしました。

大学時代、笛路村から頂いた丹波黒大豆の枝豆を食べ、
その味に衝撃を受け農業を目指し、県外の農業法人で研
修を受けた後、笛路村で独立就農しました。

典型的な中山間地域で、小さな棚田が数多く、生産性
の上がらない中、村の人にお世話になりながら、高付加
価値で勝負するしかないと決意し、無農薬・無化学肥料
による栽培を始めました。

現在の管理地約２haはすべて借地で、丹波大納言小豆
と丹波黒大豆（枝豆）をあわせて１ha、また野菜を１ha作付けており、野菜は年間で50～70種
類、農家が八百屋になるイメージで、できるだけ多くの作物、地の利にあった作物を育て、レス
トランや消費者に野菜セットとして販売しています。

笛路村に入るとき、村の人から「村全体の心配をしてほしい」と言われ、法人化して人を育て
ながら、集積面積を増やしていくこととしました。

農業生産以外にも、米ぬかを発酵させ入浴する酵素温熱風呂、農家民宿花乃家、自家製野菜を
利用した里山レストラン、NPO法人丹
（まごころ）のたねでは、里山ようち
えん「ふえっこ」を経営しています。

ここ笛路村は、一本の道路だけでつ
ながっており、災害時は孤立化する可
能性もあります。できる限り自給がで
きる体制、木質エネルギーで熱源を作
る暮らし、公的な水道から自給的な水
資源への切替や農地だけではなく近隣
の山を守るなど、中山間地で自給的な
暮らしのモデルとなるよう活躍したい
と考えています。



兵庫県内の若手農業者4団体で構成する『「たべるをはじ
める※」の会』は、甲子園大学と連携して平成26年から食育
講座を開催しており、本年も同大学栄養学部の学生を対象と
した講座が開催されました。

7月3日は、同大学（宝塚市）で、4団体から、兵庫県青年
農業士会の小寺氏、ひょうごアグリプリンセスの会の齋藤氏
を講師とし、就農までの道のり、生産現場の状況、生産に対
する考え方、今後の展望などについて講義が行われ、学生か
らは、おすすめの食べ方等について質問がありました。

8月28日には、同会の事務局である公益社団法人
兵庫みどり公社の兵庫楽農生活センター（神戸市西
区）内にある株式会社トーホーの農場で季節野菜
（ツルムラサキ等）の収穫を体験しました。

収穫を体験した後、料理研究家の生駒氏を講師に
招き、４団体に所属する農業者から提供を受けた新
鮮な旬の食材を用いて、オクラごはん、トマトのご
ま二杯酢あえ、ナスとピーマンと豚バラ肉の中華風
旨煮の３品を調理体験しました。

講座の合間には、
兵庫県青年農業士会の藤本氏から、就農に
対する思いなどの話があり、参加した管理
栄養士を目指す57名の学生は熱心に耳を傾
け、楽しみながら体験をしていました。

今後も『「たべるをはじめる」の会』は、若い世代への地元
農産物への理解がより深まり、その後の波及効果も高まること
を期待し、同講座をはじめとした様々な活動を続ける予定だそ
うです。

編集後記

農政に関するご相談､事業や制度へのご意見･ご質問などがございましたら､お気軽に地方参事官
ホットラインまでお問い合わせ下さい｡また、広報誌に対するご意見等もお待ちしています。

地 方 参 事 官 ホ ッ ト ラ イ ン

TEL：078-331-5924 FAX：078-331-5177
2019.09

「たべるをはじめる」の会が
甲子園大学で連携食育講座を開催

※「たべるをはじめる」

公益社団法人兵庫県みどり公社を事務局とし、兵庫県青年農業士会、兵庫県農業青年クラブ連絡協議会、ひょうごアグリプリンセ
スの会、兵庫県農協青壮年部協議会で構成している団体。

同会は、「食」と「農」を通じ、ふるさと兵庫の次代を担う子ども達の健康を守ることを目的に組織された会で、「身近で、新鮮、
安全・安心なひょうごの農産物を美味しく、楽しく手軽に食べる、そんな食生活を始めよう。」と提案している。

WEB：http://taberu-hajimeru.com/ Facebook：https://ja-jp.facebook.com/taberuhajimeru/

ツルムラサキ

講師の「小寺氏」

K.M

冷えたビールが手離せなかったその猛暑もひと段落｡暑さが一段落したら過ごしやすい秋の到来｡
旬のおいしい食材を楽しみたい。
お腹いっぱい食べたら休憩がてらにゆったりと本を読む…なんて食後のひと時を過ごしたいもの。
ともあれ食欲の秋。行楽の秋。魅力的な季節です…しかし猛暑のためと称して飲みすぎた小生
には運動も必要カナ。


